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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月8日(2010.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される駆動信号に応じて、被写体光の透過波長帯域を変化させるフィルタ手段と、
　このフィルタ手段に駆動信号を入力して、前記透過波長帯域を複数段に変化させる分光
制御手段と、
　前記フィルタ手段の後方に配置され、該フィルタ手段が透過波長帯域を変化させる毎に
撮像する撮像手段と、
　この撮像手段により撮像された透過波長帯域毎の分光画像が有する情報の連続からなる
連続分光情報に基づき、当該撮像装置が有する所定の機能の実現に必要な処理を実行する
機能実現手段と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記機能実現手段は、
　前記連続分光情報に基づき、被写体の種別を判別する判別手段を備え、
　この判別手段により判別された被写体の種別に応じて撮影条件を設定する設定手段を備
えることを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記機能実現手段は、
　前記判別手段により判別された被写体の種別に基づいて、撮影シーンを判別する撮影シ
ーン判別手段を備え、
　前記設定手段は、前記撮影シーン判別手段により判別された撮影シーンに応じて撮影条
件を設定することを特徴とする請求項２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像手段により撮像された被写体像を表示する表示手段と、
　この表示手段に表示された被写体像において主要被写体を特定する特定手段と、
　この特定手段により特定された主要被写体の種類、素材、材質等の被写体の種別を判別
するための判別情報を記憶した判別情報記憶手段とを備え、
　前記判別手段は、前記判別情報記憶手段に記憶された前記判別情報と、前記主要被写体
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における前記連続分光情報との比較に基づき、前記主要被写体の種別を判別することを特
徴とする請求項２又は３記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記機能実現手段は、
　前記連続分光情報に基づき、被写体の特性を示す視覚情報を生成する生成手段と、
　この生成手段により生成された前記被写体の特性を示す視覚情報を表示させる視覚情報
表示制御手段とを備え、
　前記生成手段は、被写体の予め指定された範囲における特性を示す視覚情報を生成し、
　前記視覚情報表示制御手段は、前記生成手段により生成された前記被写体の予め指定さ
れた範囲における特性を示す視覚情報を表示させることを特徴とする請求項１から４にい
ずれか記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記判別情報には、時間経過に伴う劣化、成熟、退色を含む被写体の状態変化を判別す
るための状態変化判別情報が含まれ、
　前記判別手段は、前記記憶手段に記憶されている状態変化判別情報と前記連続分光情報
とに基づき、前記被写体の状態変化を判別することを特徴とする請求項４記載の撮像装置
。
【請求項７】
　前記撮像手段により撮像された前記透過波長帯域毎の画像データを合成する合成手段と
、
　この合成手段により合成された合成画像データを記録手段に記録する記録制御手段とを
更に備えることを特徴とする請求項１から６にいずれか記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記フィルタ手段が変化させる被写体光の透過波長帯域を選択する選択手段を備え、
　前記分光制御手段は、前記選択手段により選択された前記被写体光の透過波長帯域を複
数の狭波長帯域に分割し、前記フィルタ手段を前記狭波長帯域に順次変化させることを特
徴とする請求項１から７にいずれか記載の撮像装置。
【請求項９】
　入力される駆動信号に応じて、被写体光の透過波長帯域を変化させるフィルタ手段と、
　このフィルタ手段の後方に配置された撮像手段とを備える撮像装置が有するコンピュー
タを、
　前記フィルタ手段に駆動信号を入力して、前記透過波長帯域を複数段に変化させる分光
制御手段と、
　前記撮像手段により撮像された透過波長帯域毎の分光画像が有する情報の連続からなる
連続分光情報に基づき、当該撮像装置が有する所定の機能の実現に必要な処理を実行する
機能実現手段と
　して機能させることを特徴とする撮像装置制御プログラム。
【請求項１０】
　入力される駆動信号に応じて、被写体光の透過波長帯域を変化させるフィルタ手段と、
　このフィルタ手段の後方に配置された撮像手段とを備える撮像装置の制御方法であって
、
　前記フィルタ手段に駆動信号を入力して、前記透過波長帯域を複数段に変化させる分光
制御ステップと、
　前記撮像手段により撮像された透過波長帯域毎の分光画像が有する情報の連続からなる
連続分光情報に基づき、当該撮像装置が有する所定の機能の実現に必要な処理を実行する
機能実現ステップと
　を含むことを特徴とする撮像装置制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、請求項２記載の発明に係る撮像装置にあっては、前記機能実現手段は、前記連続
分光情報に基づき、被写体の種別を判別する判別手段を備え、この判別手段により判別さ
れた被写体の種別に応じて撮影条件を設定する設定手段を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、請求項３記載の発明に係る撮像装置にあっては、前記機能実現手段は、前記判別
手段により判別された被写体の種別に基づいて、撮影シーンを判別する撮影シーン判別手
段を備え、前記設定手段は、前記撮影シーン判別手段により判別された撮影シーンに応じ
て撮影条件を設定することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、請求項４記載の発明に係る撮像装置にあっては、前記撮像手段により撮像された
被写体像を表示する表示手段と、この表示手段に表示された被写体像において主要被写体
を特定する特定手段と、この特定手段により特定された主要被写体の種類、素材、材質等
の被写体の種別を判別するための判別情報を記憶した判別情報記憶手段とを備え、前記判
別手段は、前記判別情報記憶手段に記憶された前記判別情報と、前記主要被写体における
前記連続分光情報との比較に基づき、前記主要被写体の種別を判別することを特徴とする
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、請求項５記載の発明に係る撮像装置にあっては、前記機能実現手段は、前記連続
分光情報に基づき、被写体の特性を示す視覚情報を生成する生成手段と、この生成手段に
より生成された前記被写体の特性を示す視覚情報を表示させる視覚情報表示制御手段とを
備え、前記生成手段は、被写体の予め指定された範囲における特性を示す視覚情報を生成
し、前記視覚情報表示制御手段は、前記生成手段により生成された前記被写体の予め指定
された範囲における特性を示す視覚情報を表示させることを特徴とする。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２２】
　また、請求項６記載の発明に係る撮像装置にあっては、前記判別情報には、時間経過に
伴う劣化、成熟、退色を含む被写体の状態変化を判別するための状態変化判別情報が含ま
れ、前記判別手段は、前記記憶手段に記憶されている状態変化判別情報と前記連続分光情
報とに基づき、前記被写体の状態変化を判別することを特徴とする。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、請求項７記載の発明に係る撮像装置にあっては、前記撮像手段により撮像された
前記透過波長帯域毎の画像データを合成する合成手段と、この合成手段により合成された
合成画像データを記録手段に記録する記録制御手段とを更に備えることを特徴とする。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、請求項８記載の発明に係る撮像装置にあっては、前記フィルタ手段が変化させる
被写体光の透過波長帯域を選択する選択手段を備え、前記分光制御手段は、前記選択手段
により選択された前記被写体光の透過波長帯域を複数の狭波長帯域に分割し、前記フィル
タ手段を前記狭波長帯域に順次変化させることを特徴とする。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　また、請求項９記載の発明に係る撮像装置制御プログラムにあっては、入力される駆動
信号に応じて、被写体光の透過波長帯域を変化させるフィルタ手段と、このフィルタ手段
の後方に配置された撮像手段とを備える撮像装置が有するコンピュータを、前記フィルタ
手段に駆動信号を入力して、前記透過波長帯域を複数段に変化させる分光制御手段と、前
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記撮像手段により撮像された透過波長帯域毎の分光画像が有する情報の連続からなる連続
分光情報に基づき、当該撮像装置が有する所定の機能の実現に必要な処理を実行する機能
実現手段として機能させることを特徴とする。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　また、請求項１０記載の発明に係る撮像装置制御方法にあっては、入力される駆動信号
に応じて、被写体光の透過波長帯域を変化させるフィルタ手段と、このフィルタ手段の後
方に配置された撮像手段とを備える撮像装置の制御方法であって、前記フィルタ手段に駆
動信号を入力して、前記透過波長帯域を複数段に変化させる分光制御ステップと、前記撮
像手段により撮像された透過波長帯域毎の分光画像が有する情報の連続からなる連続分光
情報に基づき、当該撮像装置が有する所定の機能の実現に必要な処理を実行する機能実現
ステップとを含むことを特徴とする。
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